J-PARCにおけるハドロンビームを用いたペンタクォークΘ+の探索 by 白鳥 昂太郎








学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件
研 究科 , 専攻
学位論文題 目
論 文審査委員
しろ とり こう た ろう
白 鳥 昂太郎
博 士 (理 学)
理 博 第 2604号





(主査) 教 授 田 村 裕 和
教 授 橋 本 治,小 林 俊 雄,清 水 肇
准教授 中 村 哲































































































































極めて高い感度で探索 した研究について記述 したものである.物質の基本要素- ドロンには,クォーク3
個または2個からなるものしか存在 していないが,クォーク5個 (uudds7 からなるこの粒子が存在すれば
物理学へのインパクトは甚大である｡Spring-8LEPSグループによる発見の報告以来,様々な肯定的,否定
的実験結果が報告され,いまだに存否が確定 していない｡ この問題に挑むには,これまで主に使われてい
た光子 ビームでなく,ハ ドロンビームを使 った探索が重要である｡そこで,以前 KEKの実験で存在の可
能性が示唆された1.92GeV/Cの7Tビームを用いた 7｢p-0+K-反応により,7tとKをそれぞれ高分解能




参画 し,特にSKSスペク トロメータの設計,検出器の製作 ･設置と,データ解析プログラムの開発等を行
い,ビームを使ってスペク トロメータ系の性能確認を行った｡7r+p-∑+K',7｢p-∑-K+反応を用いた
テス ト実験によって,Kl.8/SKSスペク トロメータ系は期待通 りの十分な質量分解能をもっことが判明 し
た｡また,∑+,∑】の生成断面積は過去の測定値に一致 し,装置のアクセプタンスや検出 ･解析効率が正 し






自立 して研究活動を行 うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示 している｡ したがって,白鳥昂
太郎氏提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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